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○安全運転の心掛け

・スピードを出し過ぎない。

・十分な車間距離を保つ。

・こまめに休憩を取る。

・通り慣れた道でも気を抜かない。

・急いでいても、あせらない。

・良好な健康状態を維持する。

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認

雪山の陰からの飛び出し注意

気を付けないと･･･

落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

冬道での追い越しは事故に直結 危険な追い越し 生命の危険

路面状況の変化に注意 日中に雪解けが進み、夜間凍結

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

大型ダンプ 前方不注意 渋滞の車列に追突

はずみで次々とぶつかり・・・車9台が絡む玉突き事故、5人が軽いけが 現場は一時通行止め

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１８／１／１５（月） １２：２４

１５日午前８時ごろ、三重県の高架の上で、渋滞していた車の列に大型ダンプが突っ込み、そのはずみで次々と

車がぶつかり、車９台が絡む玉突き事故があり、５人が軽いけがをしました。警察は後ろを走っていた大型ダンプ

が前方不注意で渋滞の車の列に追突した可能性があるとみて調べています。この事故で現場は一時通行止めとな

りました。

スキーバス転落事故から2年 犠牲者を悼む

２０１８／１／１５（月） ２３：３０

大学生ら１５人が亡くなった長野県軽井沢町のスキーバス転落事故から１５日で２年。事故発生時刻の午前１時５０分

過ぎ、同じバスに乗っていた友人たちが現場を訪れ、手を合わせた。事故で亡くなった男性（当時１９）の同級生

は「楽しい思い出や他愛ないことは段々忘れていって、悲しい記憶だけ残るのがつらい」と話した。警察は去年

６月、業務上過失致死傷の疑いでバス運行会社の社長らを書類送検している。

エンジンをかけたまま コンビニに車突っ込む

「エンジンをかけたままギアをパーキングに入れずに駐車し、店に入るため車を降りてしまった」

２０１８年０１月１３日 １９時５５分

１３日午後３時前、石川県のコンビニに男性が運転する乗用車が突っ込み店内には従業員や客がいましたがけ

がをした人はいませんでした。警察によりますと、車を運転していた男性は「エンジンをかけたままギアをパー

キングに入れずにドライブに入れたまま駐車し、店に入るため車を降りてしまった」と話している。

住宅街 「スピードを出しすぎて気がつくのが遅れた」

80代夫婦が車にはねられ死亡

２０１８年１月１６日 ６時１１分

１５日夜９時半ごろ、東京都の住宅街の路上で８０代の夫婦２人が軽ワゴン車にはねられ、全身を強く打って

死亡しました。警察は軽ワゴン車を運転していた５０歳の男性をその場で逮捕。調べに対して、容疑者は「スピ

ードを出しすぎて気がつくのが遅れた」などと供述している。

スーパー駐車場でひき逃げ 女性重傷

駐車場内を歩いて車に戻る途中

２０１８．１．１５ １７：３２

１５日午前１０時４５分ごろ、栃木県のスーパーの駐車場で、女性（７１）が車にはねられ、骨盤骨折などの重

傷を負った。高齢の男が運転する車が走り去るのが目撃されており、警察がひき逃げ事件として調べている。警

察によると、女性は夫婦で買い物に来て、駐車場内を歩いて車に戻る途中だった。


